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気汚染物とが同時的に侵入することにより，呼吸器系粘
膜および粘膜下組織中に激しい病変が生ずることを認め 
fこ。 
4) 珪石塞が呼吸器粘膜(特に気管)より侵入する現
象を観察した。この現象は無菌動物で最も著明であり，
同じ物質による最初の侵入が強く現われた。 S02などに
よる粘膜障害も侵入を容易にするようであった。
以上の所見より，大気汚染地区における汚染の人体障
害作用を軽減するための方策として，環境の浄化，伝染
性疾患の予防，アレルギ一発生条件の除去，アレルギー
病状の治療などを強力に推進する必要がある。また，特
に新生児，幼児の保護を厳重にする必要を認めた。
質問吉田亮(公衆衛生):40 ppm，20 ppm という
高濃度の亜硫酸ガスを使用された理由について?
質問赤尾三太郎(腐研): 1) 病理学的変性度をどの
ような方法で数的に表現していますか? 
2) 無菌動物において(有菌動物と比較して)化学物
質による病理学的変化に質的な差異がみられたという
経験がありますか?
回答	 S02 20 ppm.......40 ppm という高濃度を用いたわ
けは，無菌モルモットでは 20ppm 1週間以内の S02
曝露では，明らかな変化が出なかったことと，わたく
したちが知ろうとしている質的な変化を比較的短時日
で捕えたかったからです。この考え方は無機物質の障
害作用を，濃度×時間で表現することの妥当性を認め
た上で行なったものです。なお病理組織像の数量的取
り扱い(統計的)に心がけています。 
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小児科アレルギー研究班
ますます大規模化する京葉工業地帯を背景にひかえ，
大気汚染の人体への影響を小児の健康という尺度で把握
しようとして， 千葉県市原地区で昭和 40年度より三才
児健診 (3才 788名， 4才 405名， 5才 145名)， 翌年よ
り学童健診(延 4107名) を行なった。汚染地区として
市原市五井地区(五井小)， 非汚染地区として三和，養
老，海上地区(養老，市西小)とした。感冒擢患傾向で
は3....5才児で両年度とも年間 7回以上J寵患する児は汚
染地区に高率であった。診察時，気管支炎と診断された
ものも同地区に多かった。学童では気管支炎には差がな
かった。学童の肺機能では， 3回の平均値を身長分布の
最も多い A，B二群で比較したところ， 42年度4年女子 
B群 (127.5cm群)の努力性肺活量， 4年男子，女子 
A，B群の時間肺活量で汚染地区が低値を示した。欠席
調査では 42年度 4年女子を除きすべて汚染校が高率で、
あった。 H.D抗原液による Skintestでは乳幼児から学
童まで非汚染地区が高率を示した。耳鼻科所見では副鼻
腔炎，肥厚性鼻炎，扇大，咽頭炎，扇桃炎ともに汚染校
が高率を示した。
追加 田波潤一郎(衛生):全国的な同様の調査研究の
結果，常時 0.05ppmを超える S02汚染のある所で
は，田舎と比較して有症率が大体 2倍であることが結
論されている。このような研究は人体側の素地，呼吸
器伝染病の流行そのほかの要因で，かなり複雑なもの
になるので，発表のデータを示唆として受けとり，無
菌動物を用いる基礎研究を進めたいと思う。 
11.小児の身体発育に影響を及ぼす諸国子の検討
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小児身体発育に影響を及ぼす因子は種々考えられる
が，今回は環境(大気汚染)および疾病(気管支端息)
の影響の有無を percentilemethodを用いて検討し 
fこ。 
1) 汚染地区(市原市五井地区)の 0....3才児，男 259
名，女 139名，および非汚染地区(市原市養老，三和，
海上地区)の 0....3才児， 男 161名， 女 139名を比較す
ると，男子身長 percentile 16....50 (Mー ののところ
には，汚染地区 21.2%，対照地区 9.9%が分布し， また
男子体重 percentile51....84 (M+のの範囲には，汚
染地区 31.7%，対照地区 44.7%が分布し，大気汚染が小
児の身体発育に影響を与えているかの傾向がみられたが
他の分布も併せ考えると，一定の傾向があるとは断定で
きなかった。 
2) 瑞息児 163名では，男女児とも身長では高値 
(percentile 51以上)を示すものが多かったが体重は低
値を示すものが多く，他の諸報告のように，鴫息児では
まず体重に影響がみられるものが多かった。 
12.アレルギー性の小児に対する予防接種について
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現行の予防接種実施規則は禁忌としてアレルギー体質
の者をあげている(第 l章第4条)。 したがって， アレ 
Jレギー性で、あると判定された小児は予防接種の対象から
除外されてしまう。一方，麻疹，百日咳，インフルエン
ザなどが呼吸器のアレルギー状態を変化させ，気管支瑞
